
 
 

  
 

「平成 30年度林業の低コスト化に向けた現地検討会」開催のご案内 

ポイント 

 

・林業の低コスト化に向けたコンテナ苗の利用に関する研究成果を紹介します。 

 

・10月 11日（木）午後、12日（金）午前に、岡山県新見市の JA阿新会館３階ホールおよ

び入開山国有林で開催します。 

 

   

我が国が有する約１千 haの人工林は、その半数が一般的な主伐期である 10齢級以上と本格的な利用期を

迎えており、2020年には、約７割の人工林が主伐期を迎える見込みとなるなど、森林資源はかつてないほ

どに充実しています。本格的な利用期を迎えた今、次世代にも充実した森林資源を継承し、林業の成長産業

化を実現するとともに森林の公益的機能を持続的に発揮させていくため、経済的に活用できる森林について

は、主伐・再造林を実施することによって循環的に森林を利用し続けていくことが重要です。 

一方で、我が国の林業は、木材販売収入に対して造林・育林経費が高く、そのことが、主伐・再造林を抑

制する要因となっています。植付けの時期を選ばないコンテナ苗の利用は、伐採と連動した植付を可能と

し、造林経費の低減を可能とします。さらに、生育状況に応じて下刈が省略できれば、育林経費の低減にも

つながります。 

このことから、森林総合研究所関西支所と近畿中国森林管理局では、平成 24年度～平成 28年度に、「伐

採・植付一貫作業下でのコンテナ苗等の活着・生育実証」と題して、コンテナ苗と普通苗との植栽功程、活

着状況、成長量の比較調査、下刈回数の違いによる生育状況の比較調査などを共同して実施しました。ま

た、森林総合研究所では、大学や企業と連携し、一粒種子直播による低コストなコンテナ苗生産につながる

「充実種子選別装置」の開発に取り組んでおり、近畿中国森林管理局では、管内の国有林において、コンテ

ナ苗を活用した伐採・植付一貫作業を積極的に導入しています。 

これらの成果を基に、コンテナ苗の活用による造林・育林経費の低減について民有林への普及を図ること

を目的として、民有林関係者の方々等を対象とした現地検討会を開催します。 

 

【主   催】  国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所関西支所 

林野庁 近畿中国森林管理局 

 

【開催日時】 

＜第１部＞ 平成 30年 10月 11日（木） 14時 00分〜17時 15分 

■受付時間：13時 30分～ 

＜第２部＞   平成 30年 10月 12日（金） 9時 50分〜11時 30分 

■受付時間：8時 30分～8時 50分（マイクロバスで会場まで移動するため厳守） 

 

【会   場】 

＜第１部＞  JA阿新会館３階ホール（岡山県新見市高尾2423） 

■集合場所：会場前 

＜第２部＞   入開山国有林（岡山県新見市） 

■集合場所：新見郵便局前（岡山県新見市高尾 2485-11） 

 

【対   象】 

府県・市町村職員、府県の森林・林業研究機関職員、森林整備センター職員、森林組合・種苗生産組合

職員、林業事業体、種苗生産者等、林野庁・森林総合研究所職員等、全体で７０名程度 

プレスリリース 
平成３０年９月４日 

国立研究開発法人 森林研究・整備機構 
森林総合研究所関西支所 



【日   程】 

＜第１部＞ 

14:00 ～ 14:10  開会挨拶     （近畿中国森林管理局森林整備部長、森林総合研究所関西支所長） 

14:10 ～ 14:50  低コスト再造林を目指した技術開発                       （森林総合研究所）  

14:50 ～ 15:30  技術開発「伐採・植付一貫作業下でのコンテナ苗等の活着・生育実証」の成果 

（森林総合研究所関西支所） 

15:40 ～ 16:00  近畿中国森林管理局における造林の低コスト化の取組   （近畿中国森林管理局） 

16:00 ～ 16:15  全体質疑 

16:15 ～ 17:15  ＜実演＞充実種子選別装置          （森林総合研究所、九州計測器株式会社）  

＜第２部＞ 

9:50 ～ 10:05  平成 26年度コンテナ苗植栽地 施業履歴等説明     （近畿中国森林管理局） 

10:05 ～ 10:20  同  上            生育状況説明    （森林総合研究所関西支所） 

10:20 ～ 11:20  同  上            視察 

11:20 ～ 11:30  閉会挨拶                              （近畿中国森林管理局森林整備部長） 

 

【取材申込み】 

  取材を希望される場合は、事前に担当者へご連絡ください。 

  近畿中国森林管理局 技術普及課 櫻井、高山 

    ＴＥＬ：０５０－３１６０－６７２９ 

    ＦＡＸ：０６－６８８１－２０５５ 

    メール：kc_fukyu@maff.go.jp 

 

問い合わせ先など 

国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所関西支所長 大平辰朗 

広 報 担 当 者：森林総合研究所関西支所 産学官民連携推進調整監 家原敏郎 

問い合わせ先：森林総合研究所関西支所 地域連携推進室長 高橋幸三 

Tel：075-611-1201（代）  Fax：075-611-1207 

本資料は、京都府記者クラブに配布しています。 

 






